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栃木市の人口

　6月 7日、台風や大雨による本格的な出水期を前に、
大平かかしの里にて合同水防訓練を実施しました。
　訓練では、基本的な水防工法のほか、ウレタンボートを
使用した救出訓練や、デジタル無線による情報伝達訓練を
行い、消防本部と消防団の緊密な連携体制を確認しました。
　今後も訓練を重ね、市民の皆様の安全・安心な暮らしを
守るため災害対応力の強化に努めてまいります。

1日1組貸し切りの家族葬に特化した式場です。

24時間365日受付
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だけないこともございます。電話で
事前の確認をお勧めしております。
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栃木市消防本部・栃木市消防団
合同水防訓練を実施しました

官民連携・啓発部門の最優秀賞
行政部門のトップランナー賞を受賞

　栃木市は、令和７年度中の行政や企業・団体、個人の熱
中症予防の啓発活動を表彰する式典「ひと涼みアワード
2026（熱中症予防声かけプロジェクト主催）」において、
792 件の取組の中から「官民連携・啓発部門」で最優秀
賞を受賞しました。さらに 5月 15 日に東京で行われた
表彰式において、最優秀賞を受賞した 8自治体の中から、
最も優れた取り組みに対して贈られる「行政部門」のトッ
プランナー賞を受賞しました。
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今月の注目情報
栃木市フォトフェス 2026 ／蔵の街とちぎビジネスプランコ

ンテスト 2026 ／ご存じですか？高齢者ふれあい相談員 ほか

11
きらりとちぎ人

栃木市農業委員  なでしこ委員会委員長  小林 真理子 さん

14
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26
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　6月 6日、寺尾ふれあい水辺の広場で「テラオ『ピクニック』
マルシェVol.5」が開催されました。「寺尾でピクニック」をテー
マに、レジャーシートを広げてのんびり楽しめるこちらのマル
シェ。好評につき 5回目となった今回は、寺尾の人気店を中
心に15店舗が勢ぞろいし、県外からもたくさんの方に足を運
んでいただきました。会場では、ティラノサウルスレースや、
スポーツ体験、楽器演奏なども行われ、大きな盛り上がりを見
せていました。

　※住民基本台帳より　5 月末現在   （ ）内は前月比

人口 151,081 人 (‐181)
男 75,900 人 (‐60)
女 75,181 人 (‐121)

世帯数 68,962 世帯 (‐2)

令和8年度も企業や団体等と連携し、熱中症対策に取り組みます

熱 中 症 予 防 声 か け プロジェクト   実 行 委 員 会

Hitosuzumi Award 2026
ひ と 涼 み アワード 2 0 2 6

あなた方の活動は 「ひと涼みアワード2026」において優秀な取組として認められました。
よってその素晴らしい活動を讃え、ここに表彰いたします。
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栃木市非核平和都市宣言
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平成 24年 3月 1日　                  　　　　　　                   　　　　　　　　                栃木県栃木市

　　　栃木市は非核平和宣言都市です
　市では、核兵器廃絶と世界の恒久平和を推進することを表明するため、平成24年３月１日に
「非核平和都市宣言」を行い、この宣言に基づき各種啓発事業に取り組んでいます。

消防職員38名、消防団員137名が参加しました
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